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132
●
今
月
の
一
冊

茂
木
健
一
郎
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊

１

ビジネス食 考

132 １

客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
／
人
生
に
革
命
が
起
き
る
１
０
０
の
言
葉

｢

酒
場｣

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
復
権
が
始
ま
っ
た
！

｢

仕
事
で
敗
北
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

働
か
な
か
っ
た
か
ら
で
す｣

。

｢

人
間
関
係
で
失
敗
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
の
輪
に
入
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す｣

。

―
―
彼
の
人
生
は
完
全
で
、

そ
し
て
最
悪
だ
っ
た
。

出
光
商
会
は
、
父
兄
に
代
わ
っ
て

若
者
を
訓
育
す
る
責
任
を
感
じ
て
い
る

眼

〈
グ
ル
メ
誌
の
特
集
紹
介
〉

口利

⑮

デ
ー
タ
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
外
食
業
界
・
消
費
者
動
向

世界はシンプルで、
人生は思いどおり
フロイト、ユングに並ぶ
心理学の巨人が出した「幸せの答え｣

28

｢

ち
ょ
い
飲
み｣

こ
だ
わ
り
客
ら
誘
う

お
酒
の
銘
柄
や
つ
ま
み
を
充
実

 
 

す
か
い
ら
～
く
は｢

ち
ょ
い
飲
み｣

愛
好
者
の
増
加
を
に
ら
み
、
お
酒
の

銘
柄
や
つ
ま
み
の
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実

し
た
店
を
増
や
す
。
従
来
の
ビ
ー
ル

中
心
か
ら
、
日
本
酒
や
焼
酎
の
銘
柄

を
揃
え
、
お
酒
に
合
う
つ
ま
み
セ
ッ

ト
も
用
意
す
る
。
ワ
イ
ン
提
供
店
で

は
専
門
的
な
知
識
を
店
長
ら
に
教
え

る
。
お
酒
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
会
社

員
や
シ
ニ
ア
層
を
夕
方
・
夜
間
に
呼

び
込
む
。

 
 

夢
庵
で
は｢

玉
の
光｣

に
京
漬
物
、

自
家
製
お
ぼ
ろ
豆
腐
を
加
え
た
「
ほ

ろ
酔
い
セ
ッ
ト
」
（
６
４
０
円
）
を

提
供
す
る
。

 
 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
で
は
、
ワ
イ
ン
を
２

種
類
か
ら
12
種
類
に
増
や
し
た
。
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
や
日
本
ワ
イ
ン
な
ど

２
５
０
０
円
程
度
の
ボ
ト
ル
ワ
イ
ン

な
ど
も
揃
え
、
店
長
ら
に
ワ
イ
ン
知

識
を
習
得
さ
せ
、
お
客
さ
ま
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
接
客
技
術
を
高

め
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

ビ
ス
ト
ロ
料
理
×
居
酒
屋

｢

地
下
の
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
事
業
部｣

 
 

ケ
イ
キ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス(

東
京
・

自
由
が
丘
）
。
２
０
１
４
年
６
月
オ

ー
プ
ン
。
30
坪
で
月
商
１
０
０
０
万

円
。
客
単
価
４
６
０
０
円
。
70
品
目

メ
ニ
ュ
ー
（
鉄
板
料
理
が
４
割
、
魚

介
料
理
が
７
割
）
。
カ
ウ
ン
タ
ー
10

席
・
個
室
５
室
（
４
～
５
人
）
、
堀

り
ご
た
つ
式
テ
ー
ブ
ル
24
席
、
通
常

テ
ー
ブ
ル
20
席
。

 
 

魚
介
人
気
料
理
は
「
ム
ー
ル
貝
・

ホ
ン
ビ
ノ
ス
貝
・
地
ハ
マ
グ
リ
の
山

盛
り
ワ
イ
ン
蒸
し
９
０
０
ｇ
」
（
８

８
０
円
）

 
 

居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
は
「
ト
ン
ペ
イ

焼
」
（
６
８
０
円
）
、
「
鮭
お
に
ぎ

り
」
（
２
５
０
円
）
、
「
熊
本
産
長

茄
子
と
ス
ル
メ
イ
カ
一
本
」
（
７
８

０
円
）

 
 

居
酒
屋
料
理
と
ワ
イ
ン
を
組
み
合

わ
せ
る
業
態
は
ヒ
ッ
ト
す
る
可
能
性

が
高
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

▽
料
理
王
国
／
１
月
号

大
特
集
‥
医
療
ガ
ス
ト
ロ
ミ
ー
―
―

食
事
制
限
で
も
お
い
し
く
!!
シ
ェ
フ

た
ち
の
挑
戦

・
米
粉
パ
ス
タ
や
低
糖
質
甘
味
料
な

ど
常
備
し
、
ア
メ
リ
カ
で
注
目
さ
れ

る
ロ
ー
フ
ー
ド
に
も
対
応

・
糖
質
40
ｇ
以
下
に
挑
む
フ
ル
コ
ー

ス
の
低
糖
質
メ
ニ
ュ
ー

・
糖
質
を
ゆ
る
や
か
に
抑
え
た
新
ジ

ャ
ン
ル
・
低
糖
質
食
ロ
カ
ボ

・
シ
ェ
フ
に
聞
く
お
い
し
い
低
糖
質

食・
知
っ
て
お
き
た
い
食
品
の
糖
質
量

・
お
い
し
さ
重
視
の
低
糖
質
ア
イ
テ

ム・
シ
ェ
フ
が
活
用
す
る
ロ
カ
ボ
食
材

／
お
い
し
い
か
ら
嬉
し
い
！
低
糖
質

ア
ル
コ
ー
ル

・
低
糖
質
セ
ミ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト

・<

短
期
連
載>

精
進
料
理
の
世
界
へ

第
３
回
／
精
進
料
理
の
歴
史

・
誰
も
が
一
緒
に
「
お
い
し
い
」
と

言
え
る
食
事
「
Ｔ
Ｓ
レ
ス
ト
ラ
ン
」

 
 

失
敗
や
敗
北
を
避
け
る
最
も
確
実
な

方
法
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
い
こ
と

で
す
。
会
社
で
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
る
こ

と
を
避
け
る
一
番
の
方
法
は
、
会
社
に

勤
め
な
い
こ
と
で
す
。
恋
愛
に
お
い
て
、

異
性
か
ら
ふ
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る
一

番
の
方
法
は
、
告
白
を
し
な
い
こ
と
で

す
。
人
の
輪
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
傷
つ

く
こ
と
は
な
い
。
人
間
関
係
で
傷
つ
く

こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
一
人
で
い
る
淋
し

さ
の
方
が
ま
し
だ
、
と
判
断
し
、
そ
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

 
 

し
か
し
、
人
は
人
の
中
で
し
か
幸
福

を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
誰
一

人
い
な
い
無
人
島
で
豪
華
な
車
に
乗
り
、

大
き
な
家
に
住
ん
で
も
幸
福
は
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
仕
事
の
課
題
、
交
友
の
課

題
、
愛
の
課
題
、
人
生
は
課
題
の
連
続

で
す
。

 
 

そ
の
課
題
に
勇
気
を
持
っ
て
挑
戦
し
、

克
服
す
る
こ
と
で
初
め
て
幸
福
は
訪
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
困
難
を
克
服

す
る
活
力
。
す
な
わ
ち
ガ
ソ
リ
ン
た
る

「
勇
気
」
と
、
そ
の
方
向
づ
け
と
な
る

「
共
同
体
感
覚
」
で
す
。
そ
れ
さ
え
あ

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
は
必
ず
や
解
決

可
能
な
の
で
す
。

 
 

仕
事
の
課
題
は
直
接
、
間
接
を
問
わ

ず
顧
客
に
対
す
る
貢
献
で
し
か
解
決
で

き
ま
せ
ん
。
交
友
の
課
題
は
友
人
に
対

す
る
貢
献
と
友
人
へ
の
信
頼
が
な
け
れ

ば
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
愛
の
課
題
は
、

そ
の
二
つ
に
必
要
な
こ
と
を
そ
れ
以
上

に
深
く
行
う
こ
と
で
初
め
て
解
決
可
能

で
す
。
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お

い
て
所
属
感
と
い
う
居
場
所
が
見
つ
か

り
ま
す
。
そ
し
て
心
の
平
穏
が
訪
れ
る

の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

 
 

大
衆
酒
場
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
流
行
り
に
乗
る
の
で

は
な
く
、
独
自
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
と
業
態
開
発
力
で
、
現
代
風
の
大
衆

酒
場
（
ネ
オ
大
衆
酒
場
）
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
新
鋭
経
営
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
大
衆
酒
場
を
知
り
尽
く
し
た
、
あ
る
い
は
熱
心
に
研
修
し
て
い
る
デ
ザ

イ
ン
ナ
ー
と
オ
ー
ナ
ー
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
つ
く
り
上
げ
た
「
現
代
の
古
典

酒
場
」
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

蒲
田
駅
西
口
の
下
町
の
風
情
を
残

す
通
り
に
、
大
衆
酒
場
「
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｌ
Ｅ
（
ビ
ー
ト
ル
）
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
ガ
ラ
リ
の
引
き
戸
に
白

の
レ
ン
ガ
が
下
が
る
フ
ァ
サ
ー
ド
の

向
こ
う
は
コ
の
字
型
カ
ウ
ン
タ
ー
。

手
前
に
は
大
鍋
が
置
か
れ
、
大
衆
酒

場
の
シ
ズ
ル
感
を
高
め
ま
す
。
壁
に

は
メ
ニ
ュ
ー
の
短
冊
が
下
が
り
、
設

置
さ
れ
た
テ
レ
ビ
か
ら
常
時
、
映
像

が
流
れ
て
い
ま
す
。
ド
リ
ン
ク
で
は

人
気
の
酎
ハ
イ
に
、
中
サ
イ
ズ
の
み

な
ら
ず
大
サ
イ
ズ
の
生
ビ
ー
ル
、
そ

し
て
「
本
日
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」

も
あ
り
ま
す
。

 
 

平
日
は
16
時
と
夕
方
早
く
か
ら
、

週
末
と
祝
日
は
14
時
開
店
で
昼
酒
が

飲
め
ま
す
。
料
理
で
は
お
で
ん
、
冷

奴
な
ど
の
定
番
に
加

え
、
パ
ク
チ
ー
ボ
ン

バ
ー
や
、
白
（
胡
麻

ベ
ー
ス
）
、
赤
（
辛

み
）
、
黒(

カ
レ
ー)

と
煮
込
み
３
種
類
が

新
定
番
。
大
衆
酒
場

ら
し
か
ら
ぬ
「
活
車

海
老
」
も
あ
る
ほ
か
、
謳
っ
て
は
い

な
い
が
料
理
は
基
本
店
内
仕
込
み
。

化
学
調
味
料
は
極
力
使
わ
な
い
主
義

で
す
。
ド
リ
ン
ク
で
は
胡
椒
、
生
姜

テ
イ
ス
ト
の
ハ
イ
ボ
ー
ル
と
い
っ
た

新
し
い
時
代
感
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
感
を

意
識
し
た
面
も
見
せ
る
が
、
昔
な
が

ら
の
庶
民
の
酒
場
、
大
衆
酒
場
ら
し

さ
を
再
現
し
ま
す
。

 
 

同
店
を
経
営
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
オ

ブ
タ
イ
ム
グ
ル
ー
プ(

千
倫
義
社
長)

は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
ビ
ス
ト
ロ
業

態
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
会
社
で
す

が
、
す
で
に
横
浜
・
鶴
見
に
「
お
値

段
以
上
の
大
衆
酒
場
」
を
標
榜
す
る

「
大
鶴
見
食
堂
」
が
あ
り
、
大
衆
酒

場
業
態
は
２
店
目
と
な
り
ま
す
。

 
 

こ
こ
最
近
、
飲
食
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

な
か
で
期
待
の
次
世
代
経
営
者
が
仕

掛
け
る
の
が
大
衆
酒
場
。
情
報
化
の

時
代
、
ト
レ
ン
ド
性
が
重
視
さ
れ
る

一
方
で
、
時
代
を
超
え
て
な
お
変
わ

ら
ず
庶
民
に
愛
さ
れ
る
の
が
大
衆
酒

場
で
す
。
な
か
で
も
老
舗
と
呼
ば
れ

る
大
衆
酒
場
を
継
続
す
る
力
か
ら
見

え
て
く
る
の
は
、
飲
食
文
化
の
原
点

で
す
。

 
 

近
代
化
が
進
む
八
重
洲
の
一
角
、

昭
和
13
年
創
業
の
「
ふ
く
べ
」
の
目

印
は
縄
ノ
レ
ン
。
全
国
各
地
、
約
40

種
類
前
後
の
銘
柄
の
日
本
酒
と
菊
正

宗
樽
酒
を
昔
な
が
ら
の
湯
燗
器
で
丁

寧
に
温
め
る
お
燗
番
の
大
将
。
わ
ず

か
10
席
に
も
満
た
な
い
カ
ウ
ン
タ
ー

席
が
人
気
。
奥
に
は
テ
ー
ブ
ル
席
も

あ
り
、
燗
酒
に
〆
鯖
、
た
た
み
鰯
な

ど
昔
な
が
ら
の
ア
テ
で
楽
し
む
大
衆

酒
場
で
す
。

 
 

朝
か
ら
飲
め
る
店
と
し
て
も
人
気

の
赤
羽
一
番
街
の
「
赤
羽
ま
る
ま
す

家
」
も
ま
た
60
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
老
舗
大
衆
酒
場
で
す
。
昭
和
25
年

開
業
以
来
、
朝
９
時
の
開
店
か
ら
２

つ
の
大
き
な
コ
の
字
カ
ウ
ン
タ
ー
は

賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
大
衆
酒
場
定

番
の
料
理
か
ら
い
ま
も
変
わ
ら
ず
に

鯉
と
う
な
ぎ
料
理
を
看
板
に
し
て
い

ま
す
。

 
 

い
ま
、
50
年
、
１
０
０
年
続
く
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
、
中
で
も
日
常
的

に
継
続
さ
せ
る
企
業
の
力
が
注
目
さ

れ
て
い
る
な
か
、
ま
さ
に
古
典
、
老
舗

大
衆
酒
場
に
見
る
の
は
そ
の
力
で
す

。
こ
う
し
た
老
舗
大
衆
酒
場
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
忠
実
に
店
づ
く
り
の
デ
ィ

テ
ー
ル
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
の
が

ネ
オ
大
衆
酒
場
の
仕
掛
け
人
た

ち
で
す
。

 
 

蒲
田
の
「
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
」
は
、

ネ
オ
過
ぎ
ず
、
コ
の
字
型
カ
ウ
ン
タ

ー
は
も
ち
ろ
ん
、
壁
一
面
メ
ニ
ュ
ー

の
短
冊
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

い
る
が
、
定
番
料
理
、
ド
リ
ン
ク
も

ベ
ー
ス
は
老
舗
大
衆
酒
場
の
そ
れ
を

下
敷
き
に
し
て
い
ま
す
。
内
装
デ
ザ

イ
ン
も
、
ネ
オ
過
ぎ
な
い
「
寸
止
め

感
」
が
飽
き
さ
せ
な
い
、
通
い
た
く

な
る
空
気
感
を
し
っ
か
り
と
醸
し
出

し
て
い
ま
す
。
「
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｌ

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
ス
タ
ジ
オ
ム
ー
ン

の
矢
野
氏
。
飲
食
業
界
で
は
知
る
人

ぞ
知
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
「
大
衆
酒
場

の
ヒ
ッ
ト
仕
掛
人
」
と
言
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
「
ネ
オ
大
衆
酒
場
」

を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
に
し
な
い
、
老

舗
大
衆
酒
場
の
よ
う
に
50
年
、
１
０

０
年
続
く
業
態
に
仕
立
て
上
げ
る
、

そ
ん
な
意
気
込
み
を
感
じ
る
デ
ザ
イ

ン
力
に
も
注
目
し
た
い
。

「
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
」
オ
ー
ナ
ー
の
千

さ
ん
に
よ
る
と
、
大
衆
酒
場
を
多
く

手
が
け
て
き
た
矢
野
さ
ん
が
語
る
の

は
、
「
酒
場
軸
」
と
い
う
こ
と
。
い

ま
、
ま
さ
に
「
酒
場
」
と
い
う
軸
で

飲
食
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
捉
え
直
し
、
新

し
い
感
覚
と
コ
ン
セ
プ
ト
、
メ
ニ
ュ

ー
の
あ
り
方
（
と
く
に
ド
リ
ン
ク
）

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
「
酒
場
」
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
「
復
権
」
が
始
ま
っ
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
抜
粋
・

加
筆
）



No.   /平成  年 月 コヤマ新聞

酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）

解像度350dpi
アウトライン
EPSでフォトショップは保存�
1枚目と2枚目を分けて保存｡
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

⑲試飲商談会ご来場御礼

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

達人／太田和彦が語る

⑮地元を味わえる銘酒居酒屋

「居酒屋の流儀」

●ぶどう便り

そ
の
百
十
七
●
好
み
の
温
度
を
探
す

～あき丸ワイン漫遊録～
フランチャコルタ

かになります。土壌も東のアルプス

山脈に由来する石灰土壌で、西のイ

ゼオ湖周辺の堆積土壌とタイプの違

いも感じられます。

フランチャコルタに合わせる料理は

イタリア料理はもちろんですが、寿

司、懐石料理、天ぷらなど、繊細な

和食にもよく合います。皆さんもぜ

ひお試しください。

クリスマス・年末年始によく飲まれ

るのがシャンパンと呼ばれるスパー

クリングワインです。シャンパンは

フランスのシャンパーニュ地方で造

られたものを言います。それも瓶内

２次発酵方式で造られたもので、ス

ペインではカヴァ、イタリアではフ

ランチャコルタのみです。

今回はイタリア北部・ロンバルディ

ア州のフランチャコルタ地域で造ら

れるスプマンテ（スパークリングワ

イン）「フランチャコルタ」の話し

です。

アルプス山脈の南側に位置し、イゼ

オ湖の南側に広がる地域でイタリア

ワインの中で初めて統制保証原産地

呼称の認定を受けたワインです。厳

しい規定を守って造られる品質の良

さは「フランチャコルタの奇跡」と

呼ばれるほど、イタリアでは高級ワ

インの名声を得ています。

使用されているブドウ品種は３種類

のみで、シャルドネ、ピノ・ビアン

コ、ピノ・ネーロです。収穫は機械

を一切使わず、手摘みで行われてい

ます。また、フランチャコルタはシ

ャンパーニュ地方より南に位置し、

ブドウの完熟度が高く、果実性が豊

28

(

(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．定
石
よ
り
蔵
の
特
質
重
視

掟
破
り
も
試
す
価
値
あ
り

一
口
メ
モ

い
ろ
は
か
る
た

酒
銘
の
由
来

④
龍
勢 

 

宝
寿

 
 

か
つ
て
は
、
正
月
と
言
え
ば
家
族

が
実
家
に
集
ま
り
、
カ
ル
タ
な
ど
を

し
た
り
し
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
そ

ん
な
と
き
、
皆
さ
ん
は｢

百
人
一
首｣

と
「
い
ろ
は
か
る
た
」
と
、
ど
ち
ら

を
使
っ
た
で
し
ょ
う
。

 
 

「
い
ろ
は
か
る
た
」
は
地
域
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
面

白
い
。
例
え
ば
、
江
戸
の
「
い
」
は

「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る｣

だ
が
、

上
方
で
は
「
一
寸
先
は
闇
」
、
尾
張

だ
と
「
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
」
。

「
ね
」
だ
と｢

念
に
は
念
を
入
れ
よ｣

（
江
戸
）
、｢

猫
に
小
判｣

(

上
方
）
、

「
寝
耳
に
水
」
（
尾
張
）
と
い
っ
た

具
合
に
変
化
し
ま
す
。

 
 

群
馬
の
「
上
毛
カ
ル
タ
」
の
よ
う

に
地
域
の
風
物
を
詠
み
込
ん
だ
も
の

も
あ
り
ま
す
。
「
い
」
は
「
伊
香
保

温
泉
日
本
の
名
湯
」
、「
ね
」
は
「
ね

ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
名
産
」
。

子
供
の
学
習
教
材
の
よ
う
だ
が
、
こ

の
カ
ル
タ
は
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
た
群
馬
出
身
の
浦
野
匡
彦
氏
（
日

本
遺
族
会
副
会
長
）
ら
が
「
戦
争
で

心
が
傷
つ
い
た
子
供
た
ち
に
何
か
慰

め
と
な
る
も
の
を
与
え
た
い
」
と
の

思
い
で
発
案
。
新
聞
紙
上
で
県
内
か

ら
題
材
を
募
っ
て
、
戦
争
間
も
な
い

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
に
作
り

上
げ
た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

 
 

愛
す
る
郷
土
へ
の
思
い
。
そ
れ
は

子
供
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
復
興
に

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
大
人
た
ち
を

も
励
ま
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

 
 

（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
経
営
懇
話
会
よ
り
）

 
 

江
戸
時
代
の
町
並
み
（
国
指
定
）

が
残
り
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
広
島

県
竹
原
市
。
こ
の
地
で
江
戸
末
期
の

文
久
３
年
創
業
以
来
、
酒
造
り
一
筋

で
現
在
に
至
っ
て
い
る
藤
井
酒
造
。

現
在
も
創
業
当
時
の
ま
ま
の
蔵
で
酒

造
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 

創
業
銘
柄
は
「
龍
勢
」
。
裏
山
の

龍
頭
山
か
ら
湧
き
出
る
井
戸
水
で
醸

し
た
酒
が
と
て
も
良
か
っ
た
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

ま
た
「
宝
寿
」
は
、
昭
和
天
皇
ご

誕
生
の
と
き
の
新
聞
見
出
が｢

宝
寿｣

の
文
字
で
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

最
も
お
め
で
た
い
銘
柄
と
し
て
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ラ
ベ
ル
の

書
は
、
皇
太
子
殿
下
の
先
生
で
あ
る

東
山
一
郎
先
生
の
筆
。
「
龍
勢
」
は

第
１
回
全
国
清
酒
品
評
会
（
明
治
40

年
）
で
日
本
一
の
名
誉
に
輝
き
、
全

国
に
広
島
酒
の
品
質
の
良
さ
を
広
め

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
、
軟
水

で
の
醸
造
法
を
確
立
し
、
自
ら
当
主

で
あ
り
杜
氏
で
あ
り
な
が
ら
同
業
の

指
導
を
行
っ
た
三
浦
仙
三
郎
氏
の
功

績
に
よ
る
も
の
で
す
。
蔵
に
は
こ
の

結
果
の
喜
び
を
著
し
た
三
浦
氏
直
筆

の
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

 
 

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
龍
勢
く
ら

ぶ
の
ラ
ベ
ル
の
書
は
、
札
幌
在
住
の

書
家
、
若
山
雄
雲
氏
の
書
で
す
。

 
 

日
本
列
島
は
、
北
と
南
、
太
平
洋

と
日
本
海
、
海
岸
と
山
間
部
、
内
海

（
瀬
戸
内
海
）
と
島
嶼(

伊
豆
七
島
、

沖
縄
な
ど
）
で
は
気
候
風
土
が
大
き

く
異
な
る
。
よ
っ
て
酒
も
ふ
く
む
産

物
も
さ
ま
ざ
ま
な
ら
、
食
べ
方
も
さ

ま
ざ
ま
。
当
然
、
居
酒
屋
も
そ
れ
を

反
映
す
る
。

 
 

江
戸
時
代
か
ら
の
地
場
産
業
で
あ

っ
た
酒
は
、
米
、
水
、
気
候
、
南
部

杜
氏
・
但
馬
杜
氏
な
ど
地
域
の
流
儀

を
持
っ
た
作
り
方
で
各
地
の
味
、
い

わ
ゆ
る
地
酒
を
造
っ
て
い
た
が
、
温

度
管
理
や
流
通
の
発
達
し
た
今
は
、

例
え
ば
米
な
ら
ば
兵
庫
特
Ａ
地
区
産

の
山
田
錦
を
買
っ
て
く
れ
ば
ど
こ
で

も
使
え
、
昔
ほ
ど
地
域
性
は
な
く
な

り
、
む
し
ろ
ど
う
い
う
酒
を
造
り
た

い
か
と
い
う
蔵
の
考
え
方
と
そ
の
技

と
う
し
ょ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

術
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
一
方
、
蔵

の
自
家
田
に
よ
り
米
の
収
穫
か
ら
始

め
る
徹
底
地
場
に
こ
だ
わ
る
作
り
方

も
盛
ん
だ
。

 
 

日
本
酒
の
お
も
し
ろ
い
の
は
嗜
好

の
流
行
が
あ
る
こ
と
だ
。
地
酒
ブ
ー

ム
の
起
き
た
こ
ろ
は
新
潟
の
〈
淡
麗

辛
口
〉
が
人
気
。
そ
れ
が
一
般
化
し

て
く
る
と
「
十
四
代
」
に
代
表
さ
れ

る
〈
濃
醇
旨
口
〉
が
評
判
と
な
り
、

最
近
は
白
ワ
イ
ン
に
似
た
軽
い
フ
ル

ー
テ
ィ
香
を
も
つ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

〈
吟
醸
生
酒
〉
タ
イ
プ
が
、
と
く
に

若
い
女
性
に
人
気
だ
。

 
 

こ
う
い
う
変
遷
が
起
き
る
の
は
、

「
日
本
酒
は
ま
だ
ま
だ
進
化
し
て
い

る
」
か
ら
だ
。
カ
ッ
コ
つ
き
に
し
た

の
は
、
世
界
の
酒
で
進
化
を
続
け
て

い
る
も
の
は
他
に
な
い
か
ら
だ
。
最

近
の
日
本
酒
は
世
代
交
代
が
大
変
う

ま
く
進
み
、
若
い
蔵
元
や
杜
氏
の
意

欲
的
な
取
り
組
み
は
史
上
最
高
の
日

本
酒
黄
金
時
代
を
つ
く
り
、
「
今
う

ま
い
酒
」
は
雑
誌
の
目
玉
特
集
と
な

っ
て
い
る
。

 
 

し
た
が
っ
て
今
う
ま
い
地
酒
を
飲

む
に
は
、
銘
酒
居
酒
屋
の
多
い
東
京

や
大
阪
が
い
ち
ば
ん
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も｢

地
酒｣

、

そ
れ
を
生
産
し
て
い
る
地
で
そ
の
酒

を
飲
む
の
は
格
別
だ
。
ま
た
最
近
、

「
県
内
限
定
酒
」
も
多
く
、
こ
れ
は

地
元
で
し
か
飲
め
な
い
。
行
っ
た
ら

そ
れ
を
飲
ま
な
き
ゃ
損
だ
。

 
 

ま
た
土
地
で
飲
む
楽
し
み
は
、
そ

の
地
酒
に
合
う
地
肴
が
揃
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
こ
れ
ま
た
そ
こ
に
行
け
ば

こ
そ
の
楽
し
み
に
な
る
。
肴
に
つ
い

て
は
、
日
本
を
巡
れ
ば
巡
る
ほ
ど
食

文
化
の
繊
細
な
奥
深
さ
を
知
る
。
地

の
海
の
魚
ば
か
り
で
は
な
い
。
漬
物

な
ど
に
表
れ
る
各
地
の
保
存
食
文
化

は
、
都
会
の
居
酒
屋
で
は
到
底
味
わ

え
な
い
世
界
で
あ
る
。

 
 

強
調
し
た
い
の
は
、
庶
民
が
生
き

て
き
た
力
強
い
食
文
化
で
あ
る
こ
と

だ
。
こ
う
い
う
も
の
は
決
し
て
高
級

料
亭
に
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
有
名

料
理
人
の
技
の
世
界
で
も
な
い
。
地

元
で
婆
ち
ゃ
ん
が
作
り
、
父
ち
ゃ
ん

が
う
ま
い
と
言
う
よ
う
な
も
の
だ
。

そ
れ
が
居
酒
屋
の
食
の
魅
力
で
あ
り
、

偉
大
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
。

（
新
潮
文
庫
「
居
酒
屋
を
極
め
る
」

よ
り
）

 
 

一
年
中
、
燗
酒
を
飲
む
の
が
好

き
な
人
も
い
れ
ば
、
冬
で
も
冷
酒

が
好
き
な
人
も
い
ま
す
。
好
み
の

温
度
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
酒

質
に
よ
っ
て
も
魅
力
が
引
き
立
つ

温
度
は
違
い
ま
す
。
酒
の
温
度
と

味
に
関
す
る
基
本
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

 
 

味
覚
と
温
度
の
関
係

 
 

酒
の
持
つ
甘
味
と
酸
味
、
そ
の

質
に
よ
っ
て
、
美
味
し
く
感
じ
る

温
度
は
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
間

の
味
覚
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
人

間
が
甘
味
を
最
も
強
く
感
じ
る
の

は
、
体
温
を
超
え
る
37
℃
あ
た
り
。

こ
こ
で
ピ
ー
ク
に
な
り
、
そ
れ
よ

り
高
く
な
っ
て
も
あ
ま
り
変
わ
り

ま
せ
ん
。
酸
味
は
、
強
弱
は
温
度

で
は
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

印
象
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
酸
の

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

 
 

お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
、
リ
ン

ゴ
酸
は
常
温
よ
り
低
い
温
度
の
方

が
爽
や
か
で
、
高
い
温
度
で
は
ぼ

け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
リ

ン
ゴ
酸
が
主
体
と
な
っ
た
よ
う
な
、

軽
い
味
わ
い
の
日
本
酒
の
場
合
は
、

冷
や
し
て
飲
ん
だ
方
が
爽
や
か
さ

が
映
え
ま
す
。
燗
に
す
る
と
、
甘

味
は
強
く
感
じ
ま
す
が
、
酸
が
ぼ

ん
や
り
と
し
て
し
ま
う
の
で
、
締

ま
り
の
な
い
印
象
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

 
 

乳
酸
は
低
い
温
度
で
は
刺
激
的

に
感
じ
ま
す
が
、
体
温
以
上
に
上

げ
る
と
ま
ろ
や
か
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
乳
酸
が
主
体
と
な
っ
た

山
廃
や
生 

 

造
り
の
酒
を
冷
や
し

て
飲
む
と
、
酸
が
浮
い
て
ト
ゲ
ト

ゲ
し
た
印
象
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

温
度
を
上
げ
る
と
、
甘
味
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
は
ア
ッ
プ
し
、
酸
は
ま
ろ

や
か
に
な
る
の
で
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
、
締
ま
っ
た
美
酒
に
な
る
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

 
 

タ
イ
プ
別
の
お
す
す
め
温
度

▽
発
泡
す
る
活
性
酒
や
活
性
に
ご

り
／
約
５
℃
の
冷
酒

▽
軽
や
か
な
生
酒
や
大
吟
醸
酒
な

ど
／
約
10
℃
の
冷
酒

▽
ソ
フ
ト
な
味
わ
い
の
吟
醸
酒
、

純
米
吟
醸
酒
／
約
15
℃
の
ひ
や

（
常
温
）
～
約
40
℃
の
ぬ
る
燗
、

約
45
℃
の
上
燗

▽
ふ
く
よ
か
な
旨
口
の
純
米
吟
醸

酒
、
純
米
酒
／
約
15
℃
の
ひ
や

（
常
温
）
～
約
45
℃
の
上
燗
、
約

50
度
の
熱
燗

▽
フ
ル
ボ
デ
ィ
の
純
米
酒
／
約
15

℃
の
ひ
や
（
常
温
）
～
約
55
℃
の

飛
び
切
り
燗

▽
生 

 

、
山
廃
純
米
酒
／
常
温
～

約
30
℃
の
燗
～
約
50
℃
の
熱
燗

 
 

以
上
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ

り
、
個
々
の
酒
に
よ
っ
て
も
変
わ

り
ま
す
。
蔵
の
特
質
な
ど
も
重
視

し
な
が
ら
、
好
み
を
最
優
先
に
し

て
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
ち
く
ま
新
書
よ
り
）

・
・

 
 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
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